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はじめに 
 

 このたびは、UHF 帯 RFID リーダ・ライタ製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 

 本ドキュメントは、ICTagWriter2 の使用方法を説明したものです。 

安全に正しくご使用いただくため、ご利用前に必ずお読みください。 

 

□ご注意 

⚫ ICTagWriter2 の著作権は、株式会社アートファイネックスに帰属します。 

⚫ ICTagWriter2 の使用により生じた損害に対し、株式会社アートファイネックスは一切責任を負わないも

のとします。 

⚫ 本ドキュメントは、ICTagWriter2 のバージョン 1.0.0.0 以降を対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断転載を禁じます。 

本書の内容は、予告無く変更することがあります。 

記載しているスクリーンショットなどは、イメージを説明したものです。 

実際の画面と相違している場合があります。 

 

※Windows は、米国 Microsoft Corp.の登録商標です。 

※その他、商品名および製品名などは、各社の商標または登録商標です。 
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1. 概要 

ICTagWriter2(以下、本ソフト)は、当社製品である UHF 帯リーダ・ライタ(以下、リーダ・ライタ)を動作させるため

の専用ソフトウエアです。 

 

1.1. 動作環境 

⚫ OS：  Windows11 

⚫ 必要なファイル： ICTagWriter2.exe、spapi.dll、ICTagWriter2.exe.config、sound.wav 

⚫ .NET：  .NET Framework 4.8 以上 

 

1.2. 対応機器 

本ソフトは、アートファイネックス社製 UHF 帯 RFID リーダ・ライタすべてに対応します。リーダ・ライタ一覧につきまして

は、「UHF 帯 RFID リーダ・ライタ共通セットアップガイド」 の 「リーダ・ライタ一覧」 をご参照いただき、ご使用になる

リーダ・ライタがどのファミリに属するかご確認ください。 
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2. ICTagWriter2 のインストール 

SDK 内の [SampleApplication] フォルダや弊社ホームページからダウンロードしたインストーラファイル 

(SetupICTagWriter2***.msi)を実行してください。 

以下の画面が表示されます。[次へ] をクリックしてください。 

 

使用許諾契約書が表示されます。内容に同意される場合は、[同意する] を選択し、[次へ] をクリックしてください。 
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インストール先に変更がなければ、そのまま [次へ] をクリックしてください。 

※デフォルトでインストールすると実行ファイルは 「C:\ART Finex\ICTagWriter2」 に生成されます。 

 

[次へ] をクリックすると、インストールが開始されます。 

 

 

  



                                       

ICTagWriter2 取扱説明書 

4 

 

 

以下の画面が表示されれば、インストールは完了です。[閉じる] をクリックしてください。 
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3. ICTagWriter2 の使用方法 

3.1. 起動 

下のいずれかで本ソフト（ICTagWriter2.exe）を起動します。 

 

(1) PC のデスクトップに生成されたショートカット 

 

(2) [スタート]で表示される[おすすめ] 

 

(3) [スタート] - [すべて >] で表示される ART Fine フォルダ内 

 

 

<参考> 

実行ファイルは、インストール時に指定したインストール先にあります。 

これをデフォルト設定で行った場合、「C:\ART Finex\ICTagWriter2」 にあります。 

 

本ソフトを起動すると下のメイン画面が表示されます。 
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3.2. 接続・切断 

本項では、リーダ・ライタの接続・切断方法について説明します。 

事前に PC とリーダ・ライタを RS-232C/USB/LAN のいずれかで接続し、リーダ・ライタの電源を入れておきます。 

3.2.1. 接続 

メイン画面の [Connect ...] をクリックします。 

 

すると下の接続画面が表示されます。 

 

 

(1) 接続されているリーダ・ライタのファミリとインターフェースを選択し、[OK] をクリックします。 

    ※通信速度(Speed)や IP アドレス(IP)、Port 番号(Port)は、リーダ・ライタに設定されているものと 

同じにしてください。 

    ※画面右下の [Device Manager ...] をクリックすると Windows のデバイスマネージャーが開きます。 

[COM]（シリアルポート番号）の設定にご利用ください。 
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(2) 接続に成功すると接続画面が消えて、メイン画面が下のように変わります。 

（[Connect ...] 以外が有効になります） 

    また、画面左下に接続されたリーダ・ライタの 「ファミリ名/モデル名/最大送信出力値」 が表示されます。 

 

 

  

   一方、接続に失敗するとエラーダイアログが表示されます。指示に従って接続を確認してください。 

 

＜補足＞ 

  自律動作モードで動作しているリーダ・ライタに接続するときは、[auto model] にチェックを入れてから [OK] 

をクリックします。すると、自動的にホストモードに変更してから接続します。 

注意：自律動作モードにするときはリーダ・ライタの電源を入れ直します。 
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3.2.2. 切断 

メイン画面の [Disconnect] をクリックします。 

 

 

するとリーダ・ライタと切断し、メイン画面が下のように変わります。（ [Connect ...] だけが有効になります） 
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3.3. タグ取得グループ（基本） 

3.3.1. タグ取得（Get tag） 

とりあえずタグを読むならこれを使います。 

複数のアンテナで複数のタグをいろいろな方法で読んで表示します。 

 

メイン画面の [Get tag ...] をクリックします。 

 

 

すると下の評価画面が表示されます。 
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3.3.1.1. 設定 

 

Select Ant：使用するアンテナを指定します（複数選択可）。 

Command： 

Single：各アンテナで 1 回取得し、それを Number of times 回繰り返します。 

Multiple：各アンテナで Cycle/Ant で指定した回数取得し、それを Number of times 回繰り返します。 

No merge：API 関数でマージしないで RFID モジュールからの返答をそのまま取得します。 

             各アンテナで Cycle/Ant で指定した回数取得し、それを Number of times 回繰り返します。 

  EPC+TID：EPC と TID を同時に取得します。（TID のサイズを TID (byte) で指定します） 

  EPC+User：EPC と User を同時に取得します。（User のサイズを User (byte) で指定します） 

  EPC+TID+User：EPC と TID と User を同時に取得します。 

（TID と User のサイズを TID (byte) と User (byte) で指定します。 

  EPC+Phase：EPC と Phase を取得します。 

View type： 

  Count up：取得したタグ情報をリストに追加していきます。タグが無くなって取得できなくなっても残ったままです。 

  Each time：取得したタグ情報をリストに表示します。タグが無くなって取得できないと消えます。 

Number of times：実行回数を指定します。（0 を指定すると [Stop] するまで続けます） 

Interval time：アンテナを一巡した後の待ち時間を指定します。 

Many tag：チェックをすると API 関数の***_ForManyTag() を使用します。 

RSSI：チェックをすると API 関数の so_GetTagRssi***() を使用して RSSI も取得します。 
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3.3.1.2. 実行 

[Start] で開始します。Number of times で指定した回数実行した後、または [Stop] されると終了します。 

画面上の表示とその下の表の各列は下のとおりです。 

Tag EPC：取得したタグの EPC（複数取得したときは任意のタグ） 

Detect count：検出したタグの総数と取得に要した時間 

                その下の 16 箇所は、各アンテナで検出したタグ数 

Ant：タグを取得したアンテナの番号 

EPC：取得したタグの EPC 

PC：PC 値 

RSSI：RSSI 値 

Cnt：取得した回数 

TID：取得したタグの TID 

User：取得したタグの User 
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3.3.2. タグ取得（Get tag 16Ant） 

前章の 「タグ取得（Get tag）」 と動作は同じで、アンテナごとにリスト表示します。 

メイン画面の [Get tag 16 Ant ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の評価画面が表示されます。 
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3.3.2.1. 画面表示 

始めは Ant 1～4 を表示します。 

Switch Display の各ボタンをクリックすると他のアンテナを表示します。 
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3.3.3. タグ評価（Check tag） 

タグが読めるかどうかを評価する画面を説明します。タグ 1 枚を使って、それがどれくらいの範囲で読めるかを 

検証するときに使用します。 

メイン画面の [Check tag ...] をクリックします。 

 

  

 

すると下の評価画面が表示されます。 
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3.3.3.1. 設定 

 

 

Select Ant：使用するアンテナを指定します。 

Number of times：実行回数を指定します。（0 を指定すると [Stop] するまで続けます） 

Interval time：1 回読んだ後の待ち時間を指定します。 

 

 

Use sound：タグを１枚だけ読めたときに音を鳴らすかどうかを選択します。 

本アプリの実行ファイル ICTagWriter2.exe と同じフォルダ内にある sound.wav を鳴らします。 

Use LED：読取りを開始したときやタグを１枚だけ読めたときにリーダ・ライタの LED を制御（点灯/消灯）するか 

どうかを選択します。 
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3.3.3.2. 実行 

[Start] で開始します。Number of times で指定した回数実行した後、または [Stop] されると終了します。 

◇タグを 1 枚読んでいるとき 

  色は無し。その EPC を表示しています。 

◇タグが読めないとき 

  ピンク色 

◇タグを複数枚読んでいるとき 

  青色（読んだ枚数を表示）。下図では 2 枚読んでいて「(2)」と表示されています。 

◇LBT エラーのとき 

  カーキ色 
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3.3.4. リストタグ取得（Get list tag） 

事前にタグリストを設定しておき、その中のどのタグを取得できているかを評価する画面を説明します。 

 

メイン画面の [Get list tag ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の評価画面が表示されます。 
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3.3.4.1. 設定 

 

Select Ant：使用するアンテナを指定します（複数選択可）。 

Number of times：実行回数を指定します。（0 を指定すると [Stop] するまで続けます） 

Interval time：アンテナを一巡した後の待ち時間を指定します。 

List file：ここに使用するリストファイルを表示します。 

Select：使用するリストファイルを選択します。 

Save：画面左のリストに表示されているデータをリストファイルとして保存します。 

Clear：表示されている List file をクリアします。 
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3.3.4.2. 実行 

リストファイルを作成します。 

下図はリストファイル 「list.txt」 をメモ帳で開いたときの例です。3 つのデータが記述されています。 

 

 

[Select ...] でリストファイルを選択します。するとリストファイル内のデータが画面左のリストに表示されます。 

（Ant は 0 となります） 

 

 

 

[Start] で開始します。Number of times で指定した回数実行した後、または [Stop] されると終了します。 

下図は実行中の画面です。 

リストファイル内の 「11・・・11」 「33・・・・33」 と、リストファイル外の 「77・・・・77」 を取得している例です。 

リストファイル内の総数が 「3つ」 で、リストファイル内にある 「2つ」 とリストファイル外の 「1 つ」 を取得しています。 

それを 「1 + 2 / 3」 と表示しています。 
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3.3.4.3. リストファイル 

リストファイルはテキストエディタなどで作成しますが。下の方法でも作成できます。 

[Start] でタグを取得した後に [Save ...] をクリックすると、画面左のリストに表示されているタグをファイルに保存 

することができます。 

例えば、下図のように表示されているときに [Save ...] をクリックし、保存先とファイル名を指定すると 

 

下のように生成されます。 
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3.4. タグ取得グループ（応用） 

3.4.1. 移動時通知（Change notice） 

移動時通知機能を試す画面を説明します。 

移動時通知機能は、リーダ・ライタがアンテナ上のタグ変化を検出し、変化後の全タグを上位へ通知する機能です。 

 

メイン画面の [Change notice ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の評価画面が表示されます。 
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3.4.1.1. 設定 

 

Select Ant：使用するアンテナを指定します（複数選択可）。 

Interval time：アンテナを一巡した後の待ち時間を指定します。 

IN threshold：タグを読めたら +1、読めなかったら -1 し、この回数に達したら IN したことになります。 

OUT threshold：連続でこの回数タグを読めなかったら OUT したことになります。 

  共にチャタリングを防止するための機能です。 

ACK wait time：リーダ・ライタがホストへタグ情報を送信した後、ホストから 「ACK」 を送信することで 

  通信できていることを確認することができます。ここで指定した時間内に 「ACK」 を送信します。 

  この機能を使用しないときは 0 を指定します。このときはホストから 「ACK」 を送信する必要はありません。 

ACK notice retry count：リーダ・ライタが 「ACK」 を時間内に受信しなかったとき、この回数リトライします。 

  リトライしても 「ACK」 を受信できなかったら、移動時通知を停止します。 

 

 

  



                                       

ICTagWriter2 取扱説明書 

23 

 

 

3.4.1.2. 実行 

[Start] で開始し、[Stop] で終了します。 

下図は現在、タグ 「11・・・・11」 と 「22・・・・22」 が Ant1 にあることを示しています。 

 

画面右をドラッグして広げると、下図のようにリーダ・ライタから受信したデータログを見ることができます。 

（500 行に達したら一旦クリアされます） 

下の 2 行は、リーダ・ライタから 2 つのデータを受信し、それぞれが 「11・・・・11」 と 「22・・・・22」 だった、 

「1/2 11・・・・11」 

「2/2 22・・・・22」 

また 「Nothing」 は、Ant1 にあった全てのタグが無くなったことを示します。 
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3.4.1.3. クリアとログ出力 

 

 

[Clear] をクリックすると右側のリストがクリアされます。 

[Output to logfile] にチェックを入れると、右側のリストに表示されるデータをログファイルに出力します。 

ログファイルは、本ソフトがあるフォルダに 「Log」 フォルダを生成し、そこに 「ChangeLog_年月日_時分秒.txt」  

という名前で自動生成します。 

（本ソフトをデフォルト設定でインストールすると、ログファイルは 「C:\ART Finex\ICTagWriter2\Log」  

に生成されます。） 

チェックを外すと、それ以降のデータは出力されません。 

また [Open log folder ...] ボタンをクリックすると、エクスプローラが起動しログファイルがあるフォルダを開きます。 

 

3.4.1.4. 状態確認と ACK 送信 

[Get operating status] をクリックすると稼働状況を表示します。 

下図は稼働中にクリックしたため 「Running」 が表示されています。 

停止中にクリックすると 「Stopped」 が表示されます。 

また [Send ACK] をクリックすると、リーダ・ライタに 「ACK」 を送信します。 
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3.4.2. 移動時通知（Change notice 16 Ant） 

前章の 「移動時通知（Change notice）」 と動作は同じで、アンテナごとにリスト表示します。 

メイン画面の [Change notice 16 Ant ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の画面が表示されます。 
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3.4.2.1. 設定 

画面左上の [Setting ...] をクリックします。 

 

すると前章の 「移動時通知」 と同じ設定が表示されます。 

 

 

3.4.2.2. 画面表示 

始めは Ant 1～8 を表示します。 

[Switch Display] をクリックすると Ant 1～8 と Ant 9～16 を切り替えます。 
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3.4.3. InOut 時通知（InOut notice） 

InOut 時通知機能を試す画面を説明します。 

InOut 時通知機能は、リーダ・ライタがアンテナ上のタグ変化を検出し、変化したタグを上位へ通知する機能です。 

メイン画面の [InOut notice ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の評価画面が表示されます。 
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3.4.3.1. 設定 

 

 

Select Ant：使用するアンテナを指定します（複数選択可）。 

Interval time：アンテナを一巡した後の待ち時間を指定します。 

IN threshold：タグを読めたら +1、読めなかったら -1 し、この回数に達したら IN したことになります。 

OUT threshold：連続でこの回数タグを読めなかったら OUT したことになります。 

  共にチャタリングを防止するための機能です。 

ACK wait time：リーダ・ライタがホストへタグ情報を送信した後、ホストから 「ACK」 を送信することで 

  通信できていることを確認することができます。ここで指定した時間内に 「ACK」 を送信します。 

  この機能を使用しないときは 0 を指定します。このときはホストから 「ACK」 を送信する必要はありません。 

ACK notice retry count：リーダ・ライタが 「ACK」 を時間内に受信しなかったとき、この回数リトライします。 

  リトライしても 「ACK」 を受信できなかったら、移動時通知を停止します。 

Keep alive：死活監視を送信する間隔を指定します。この機能を使用しないときは 0 を指定します。 

Ant mode：アンテナごとに管理するか、指定した全アンテナ共同で管理するかを選択します。 

Notice mode：IN したときと OUT したときの両方を通知するか、IN したときだけ通知するかを選択します。 
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IO OUT (Running)：InOut 時通知実行中のときに IO 出力をします。そのポートを選択します。 

Initial：上の IO 出力の初期状態を選択します。 

IO IN (Sensor)：センサー入力 ON 中にタグを読むことができます。そのセンサーポートを選択します。 

Active：上の IO 入力のアクティブを選択します。 

Delay time after ON (×50ms)：センサーが ON した後、タグを読み始めるまでのウェイト時間を選択します。 

Delay time after OFF (×50ms)：センサーが OFF した後、タグの読み取りを停止するまでのウェイト時間を 

選択します。 

IO OUT (tag detect)：センサーON 中にタグを検出したときに IO 出力を ON することができます。 

そのポートを選択します。 

Initial：上の IO 出力の初期状態を選択します。 

IO OUT (not detect)：センサーON 中にタグを検出できなかったときに、センサーが OFF したときに IO 出力を 

ON にすることができます。そのポートを選択します。 

Initial：上の IO 出力の初期状態を選択します。 
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3.4.3.2. 実行 

[Start] で開始し、[Stop] で終了します。 

下図は現在、タグ 「11・・・・11」 が Ant1 にあることを示しています。 

  

画面右をドラッグして広げると、下図のようにリーダ・ライタから受信したデータログを見ることができます。 

（500 行に達したら一旦クリアされます） 

「11・・・・11」 が IN し、「22・・・・22」 が IN し、「33・・・・33」 が IN した後、 

「22・・・・22」 が OUT し、「33・・・・33」 が OUT したことを示します。 
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3.4.3.3. クリアとログ出力 

 

 

[Clear] をクリックすると右側のリストがクリアされます。 

[Output to logfile] にチェックを入れると、右側のリストに表示されるデータをログファイルに出力します。 

ログファイルは、本ソフトがあるフォルダに 「Log」 フォルダを生成し、そこに 「InOutLog_年月日_時分秒.txt」  

という名前で自動生成します。 

（本ソフトをデフォルト設定でインストールすると、ログファイルは 「C:\ART Finex\ICTagWriter2\Log」  

に生成されます。） 

チェックを外すと、それ以降のデータは出力されません。 

また [Open log folder ...] ボタンをクリックすると、エクスプローラが起動しログファイルがあるフォルダを開きます。 

 

3.4.3.4. 状態確認と ACK 送信 

[Get operating status] をクリックすると稼働状況を表示します。 

下図は稼働中にクリックしたため 「Running」 が表示されています。 

停止中にクリックすると 「Stopped」 が表示されます。 

また [Send ACK] をクリックすると、リーダ・ライタに 「ACK」 を送信します。 
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3.4.4. InOut 時通知（InOut notice 16Ant） 

前章の 「InOut 時通知（InOut notice）」 と動作は同じで、アンテナごとにリスト表示します。 

メイン画面の [InOut notice 16 Ant ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の画面が表示されます。 
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3.4.4.1. 設定 

画面左上の [Setting ...] をクリックします。 

  

すると前章の 「InOut 時通知」 と同じ設定が表示されます。 

 

 

3.4.4.2. 画面表示 

始めは Ant 1～8 を表示します。 

[Switch Display] をクリックすると Ant 1～8 と Ant 9～16 を切り替えます。 
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3.5. メモリのリード/ライト 

3.5.1. メモリ（Memory） 

タグのメモリ（TID/EPC/User/Reserved）をリード/ライトしたり、タグをロック/キルしたりする画面を説明します。 

メイン画面の [Memory ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の画面が表示されます。 
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メモリのリード/ライト/ロック/キル をするときは、対象のタグ 1 枚に対して行います。 

他のタグは近くに置かないでください。 

使用するアンテナを選択し、対象のタグ 1 枚をかざして [Get tag] をクリックします。 

読取ったタグの EPC が ID に表示されます。 

※ 複数のタグを読んだときはエラーダイアログが表示され、その内の任意のタグの EPC が表示されます。 

この後、EPC に表示されているタグに対してリード/ライト/ロック/キル を実行します。 

EPC が空欄のままリード/ライトを実行すると、どのタグに対して実行されるか不定になります。 

[Clear] をクリックすると EPC がクリアされます。 

 

3.5.1.1. Setting 

 

 

Access PW：対象のタグに設定されているアクセスパスワードを指定します。 

New acc PW：アクセスパスワードを変更するときは、その PW を指定して [Set] をクリックします。 

Kill PW：キルパスワードを設定するときに、ここに指定して [Set] をクリックします。 

         また、[Kill tag] をクリックするとキルされます。 

Retry：メモリのリード/ライトなどに失敗したときに何回リトライするかを指定します。 

 

3.5.1.2. Lock 

 

タグのロックをするときに使用します。 

各項目をどうするかを選択した後、[Lock tag] をクリックします。 

選択は、変更しない（-----）、ロックする（Lock）、ロックを解除する（Unlock）のいずれかです。 
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3.5.1.3. Memory 

メモリをリード/ライトします。初めに Bank を選択します。 

 

[Read all] をクリックすると、選択されている Bank の全メモリをリードして表示します。 

 

特定のメモリ領域のリード/ライトをするときは、下の項目を指定してから、 

リード [Read blocks] / ライト [Write blocks] します。 

・Starting block：開始位置。（ワード単位） 

・Number of blocks：リード/ライトするブロック（ワード）数 

・ライトするときは Binary/ASCII 欄にデータを指定 

Binary と ASCII のどちらでも行えます。（ASCII 表示できないときは）「.」（コロン）が表示されます。 

Binary 欄のデータは 0～9、A～F、a～f、スペース のいずれかで、[Write blocks] を実行するときに 

スペースは無視されます。 
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＜Tips＞ 

下のリストにデータが表示されているときに、いずれかのデータをダブルクリックすると、そのメモリのアドレスを 

Starting block と Number of blocks に反映し、そのメモリをリードして Binary と ASCII に表示します。 

そのデータを編集して [Write blocks] するとそのメモリを変更できます。 
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3.5.2. エンコード（Encode） 

タグの EPC や User に指定したデータをエンコード（ライト）する画面を説明します。 

メイン画面の [Encode ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の接続画面が表示されます。 
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3.5.2.1. 各種設定 

 

 

◇Ant 

使用するアンテナを選択します。 

◇Trigger 

エンコード実行時のトリガーを選択します。タグ 1 枚ごと [F2 key] キーで行うか、タグをかざしたときに 

自動検出する [auto] で行うかを選択します。確実にタグをかざした後に行う [F2 key] がお勧めです。 

◇Bank 

エンコード領域（EPC / User / only PW & lock）を選択します。 

「only PW & lock」 を選択したときは、エンコードせずパスワードの変更/ロックのみを行います。 

◇Use TID 

EPC にエンコードするときに失敗して、一部分だけエンコードされると、エンコード前のタグの EPC が 

変更されるため、その後リトライしても成功しません。そのため、EPC にエンコードするときは変更されない 

TID を使用するのをお勧めします。そのときは、TID の長さも指定します。 

◇Save log 

エンコード結果をログファイルに残すかどうかを選択します。そのときは、[Log folder] を [Select ...] で 

指定します。 

◇Recv timing 

タグによっては、書込み結果の応答が遅いものがあります。エンコードに失敗するときは、これにチェックを 

入れて試してみてください。 

◇Skip if it fails 

エンコードに失敗したときの対処方法です。リトライしてもエンコードに失敗したときに、そのデータではなく 

次のデータでエンコードするときにチェックを入れます。チェックを入れないと、成功するまでそのデータで 

エンコードを行います。 

◇Use sound 

エンコード後に音を鳴らすときにチェックを入れます。 

鳴らす音は ICTagWriter2.exe と同じフォルダ内にある sound.wav です。 

PC にてサウンドが鳴るように設定しておく必要があります。 
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◇Encode method 

エンコードするデータは事前に 「テキストファイルに記述しておく方法（Data file）」 と、 

「１つずつ画面内のテキストボックスに直接入力する方法（Input）」 があります。 

 [Data file] のときは [Select ...] ボタンでエンコードデータファイルを選択します。 

[Start line] には何行目のデータからエンコードを開始するかを指定します。 

一方、[Input] のときはエンコードするデータを下図の [Encode data] に入力しながら行います。 

このとき、Trigger で [auto] を選択しているときは、データの最後に Enter を入力します。 

 

◇Log folder 

ログファイルを保存するファオルダを選択します。[Save log] がチェックされていると有効になります。 

 [Select ...] をクリックしてフォルダを選択します。 

 

 

◇Before encode 

  password：エンコードするタグに設定されているアクセスパスワードです。 

◇After encode 

  password：エンコード後にタグに設定するアクセスパスワードです。 

  Lock：エンコード後にロックする項目を指定します。 

               変更しない（-----）、ロックする（Lock）、ロックを解除する（Unlock）から選択します。 
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3.5.2.2. エンコードデータの準備 

Encode method で [Data file] を選択したときはエンコードするデータを事前に準備しておく必要があります。 

そのエンコードデータの準備方法を記します。 

◆EPC エリアにエンコードする場合 

  PC 値と EPC データを指定することも、EPC データだけを指定してすることもできます。 

◇PC 値と EPC データを指定してエンンコードする場合 

  下図のように PC 値と EPC データの間に「,」（カンマ）を入れて記述します。 

PC 値と EPC データは共に 16 進数（0～9、A～F）で記述します。 

PC 値は 4 桁。EPC データは 2 バイト単位（4 の倍数桁）です。 

もし EPC データの桁数が 4 の倍数でない場合は先頭に 0 を付加して、 

4 の倍数桁になるように自動調整します。 

PC 値の先頭 5bit は EPC データ長（Length）ですが、指定された 

EPC データ長と一致していなくても、指定された PC 値と EPC データ 

をそのままエンコードします。 

PC 値の先頭から 6,7bit は変更不可のため変更されません。 

 

 

     PC（Protocol Control） 16bit 

            5bit          1bit   1bit    1bit            8bit 

Length UMI XPC Toggle RFU/AFI 

 

◇EPC データだけを指定してエンコードする場合 

  下図のように EPC データのみを記述します。 

EPC データは 16 進数（0～9、A～F）で記述します。 

EPC データは 2 バイト単位（4 の倍数桁）です。 

もし EPC データの桁数が 4 の倍数でない場合は先頭に 0 を付加して、 

4 の倍数桁になるように自動調整します。 

PC 値の先頭 5bit は EPC データ長（Length）です。指定された 

EPC データ長を元に PC 値の Length を自動調整します。 
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◆User エリアにエンコードする場合 

下図のように記述します。User エリアの先頭からエンコードします。 

 

User データは 16 進数（0～9、A～F）で記述します。 

User データは 2 バイト単位（4 の倍数桁）です。 

もし User データの桁数が 4 の倍数でない場合は先頭に 0 を 

付加して、4 の倍数桁になるように自動調整します。 
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3.5.2.3. 実行方法 

エンコード設定をした後 [Start] をクリックすると [Stop] と表示と色が変わりエンコードが開始されます。 

[Stop] をクリックするか、設定してある全エンコードデータのエンコードが完了したら終了します。 

 

 「RF タグをかざしてください。」 が表示されます。タグをかざします。 

Trigger で [F2 Key] を選択している場合は、  も表示されます。F2 キーを押してください。 

タグを検知すると  「エンコード中です。」 に変わります。 

エンコードが正常に完了すると  「エンコードに成功しました。」 が、失敗すると 

  「エンコードに失敗しました。」 に変わります。 

また、  「RF タグを取り除いてください。」 も一緒に表示されます。タグを外します。 

エンコードに失敗したときは、タグを外した後に再度かざすことで、そのタグのエンコードを行うことができます。 

（ロック状態やパスワードの書換え状態により、成功しないことがあります） 
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エンコードを実行すると、画面下にログがリスト表示されます。 

 

 

①シーケンス番号 

②タグをかざされたときの時間 

③かざされた RF タグの PC 値 

④かざされた RF タグの EPC データ 

⑤エンコードするデータ（エンコードデータファイルに記述されている PC 値、記述されていないときは「－」） 

⑥エンコードするデータ（エンコードデータファイルに記述されているデータ） 

⑦エンコード後に読みだした PC 値（User エリアへエンコードするときは「－」） 

⑧エンコード後に読みだしたデータ 

⑨エンコード結果 

WT(書き込み)、RD(読みだし)、VF(ベリファイ)、PW(パスワード変更)、LK(ロック)、 

    ○(成功)、×(失敗)、－(実行しなかった)  

 

次にエンコードするデータは黄色で表示されます。 

エンコードに失敗した箇所はピンク色で表示されます。 

［Skip if it fails］をチェックしていなかった場合、失敗時にはピンク色ですが、次に成功したら 

成功時のデータで上書きされるためピンク色は消えます。 

  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
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3.5.2.4. ログファイル 

3 種類のログファイル（「***.log」、「***.csv」、「***.png」）が自動生成されます。 

log ファイルと csv ファイルのデータ内容は同じです。また、ファイル名は「年月日」です。 

csv の方は、エクセルで開いたときに PC 値や EPC 値が期待した表示にならないことがあるため、文字列表示 

されるように「=”  ”」としています。 

 

◇20251017.log をメモ帳で開いたとき 

 

◇20251017.csv をエクセルで開いたとき 

 

◇20251017.csv をメモ帳で開いたとき 
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◇png ファイル 

png は実行時の設定画面です。ファイル名は「年月日_時分秒.png」です。 

例：2025/10/17 14 時 0 分 27 秒だったときは「20251017_140027.png」 
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3.6. 各種設定（Setting） 

リーダ・ライタの各種設定値を表示/変更する画面を説明します。 

メイン画面の [Setting ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の接続画面が表示されます。 

各種設定値は、複数のタブに配置されていますので、タブをクリックして画面を切替えて操作します。 

 

 

＜補足＞ 

各種設定値はリーダ・ライタの種類により、設定できないものがります。 
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3.6.1. 共通操作 

各種設定画面内の下にあるボタンはタブ操作に関係なく常に表示されています。 

 

(1) Init WLAN 

    無線 LAN モジュールの設定を初期化します。初期化後は、再度無線 LAN モジュールの設定を行う必要が 

あります。 

(2) Reset 

    リーダ・ライタ内部の RFID モジュールをリセットします。 

(3) Reset anytime 

    リーダ・ライタ全体をリセットします。LAN インターフェース使用時は接続が切断されるため、再接続してください。 

(4) Factory reset 

    工場出荷時の設定値に戻します。 

(5) Store EEPROM 

    表示されている設定値をリーダ・ライタ内のメモリに保存します。 

(6) Apply 

    変更した設定値をリーダ・ライタに設定します。 

    （このままではリーダ・ライタ内のメモリに保存されていないため、リーダ・ライタの電源を OFF すると変更前の 

値に戻ります。メモリに保存するには [Store EEPROM] を実行します。） 
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3.6.2. Reader 

リーダ・ライタの情報や周波数などを設定する画面です。 

 

 

 

① リーダ・ライタ 

名前と ID と RS-232C のボーレートを設定します。 

ボーレートを変更するときは [Set] をクリックします。 

② 周波数 

Hopping：ホッピングパターンを選択します。[None] を選択したときはホッピングしません（固定周波数）。 

そのときは、Channel で固定周波数を選択します。 

③ タグ取得時は通常 EPC ですが、それを TID にすることもできます。 

④ リトライ回数を選択します。 

⑤ その他 

１回のタグ取得で取得できる最大タグ数を選択（14 または 100）します。 

＜Tips＞ 

  API 関数（su_ReadTagID_Single、su_ReadTagID_Multiple、so_GetTagRssi）と 

  CB ファミリ用コマンド（0x20:タグ ID 取得、0x63:Tag RSSI 取得）が対象です。 

最大タグ数より多くのタグを取得するときは、API 関数の 「***_ForManyTag」 や 

CB ファミリ用コマンド（0x2D、0x65 の 「--- 多数タグ用」）をご使用ください。 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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3.6.3. Select/Query 

リーダ・ライタの Select や Query などを設定する画面です。 

 

  

 

① Select 

② Query 

③ Tx 

    Q：[dynamic] のときは、検知したタグ数に応じて自動的に調整します。 

④ RSSI filter 

    タグを取得したときに、そのタグの RSSI 値がこのフィルタ条件に合っているものだけを通知します。 

  

① 

② 

③ 

④ 
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3.6.4. Power 

アンテナごとのリーダ・ライタの送信出力値とセッションを設定する画面です。 

 

 

 

① Ant1 の Power や Session を全てのアンテナにコピーします。 

 

  

① 
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3.6.5. LAN 

LAN の設定を行う画面です。 

 

 

 

① MAC address は変更できません。 

② DHCP にするときはチェックを入れます。固定 IP にするときはチェックを外し、IP address などを設定します。 

③ ポートは 10001 にします。 

 

  

② 

③ 

① 
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3.6.6. IO 

IO の設定を行う画面です。 

 

  

 

Port dir：各ポートを入力として使用するか出力として使うかを設定します。 

Port value：現在のポート状態が表示されます。出力ポートでは出力状態を変更することができます。 

Out initial：初期出力状態を設定します。 
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3.7. モニタ表示（Monitor） 

ホストとリーダ・ライタとの間の送受信データを表示する画面を説明します。 

 

メイン画面の [Monitor ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下のモニタ表示画面が表示されます。 
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他の画面を開いて操作をすると、下図のように呼び出した API 関数名、送信データ（SEND）、 

受信データ（RECV）が表示されます。（1000 行に達したら一旦クリアされます） 

 

 

 

[Output to logfile] にチェックを入れると、ここに表示されるデータをログファイルに出力します。 

ログファイルは、本ソフトがあるフォルダに 「Log」 フォルダを生成し、そこに 「DebugLog_年月日_時分秒.txt」  

という名前で自動生成します。 

（本ソフトをデフォルト設定でインストールすると、ログファイルは 「C:\ART Finex\ICTagWriter2\Log」  

に生成されます。） 

チェックを外すと、それ以降のデータは出力されません。 

また [Open log folder ...] ボタンをクリックすると、エクスプローラが起動しログファイルがあるフォルダを開きます。 

 

《注意》 このモニタ表示画面を閉じるとログファイルへの出力を停止します。 
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3.8. コマンド送信（Command） 

ホストからリーダ・ライタへデータを送信する画面を説明します。 

 

メイン画面の [Command ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の評価画面が表示されます。 
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下図のように送信コマンドを記述します。 

CB ファミリの場合は、送信コマンドを BCC の手前まで入力した後、[BCC] をクリックします。 

 

すると BCC 値を自動計算して下図のように BCC を追記します。 

 

 

f ファミリの場合は、送信コマンドをチェックコードの手前まで入力した後、[CC+7E] をクリックします。 

 

するとチェックコードを自動計算して下図のようにチェックコードと 7E を追記します。 
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[Send] をクリックするとコマンドを送信し、受信したデータを表示します。 

 

送信直後に受信したデータは自動的に表示しますが、遅れて受信したデータは [Recv] をクリックして受信 

してください。 
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3.9. バージョン表示（Version） 

バージョン表示画面を説明します。 

 

メイン画面の [Version ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の評価画面が表示されます。 
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3.10. コマンド確認（Check cmd） 

タグを操作する API 関数やコマンドを試す画面を説明します。 

メイン画面の [Check cmd ...] をクリックします。 

 

 

 

すると下の画面が表示されますので、使用するアンテナを選択します。 

 

[Single]、[Multi]、・・・ と複数のタブに配置されていますので、タブをクリックして画面を切替えて操作します。 
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[Read/Write]、[Lock]、[Kill] では指定したタグに対して実行することができます。そのタグは画面上の 

EPC に表示されているタグになります。 

そのためには、指定したいタグをアンテナにかざして [Get tag] をクリックします。するとタグを取得し、取得した 

タグを表示します。 

 

 

 

もし複数のタグを取得したときは、下図のように指定するタグを選択します。 

 

一方、[Clear] で EPC を空欄にできます。 

タグを指定しないで [Read/Write]、[Lock]、[Kill] を実行すると、そのときアンテナ付近にある任意のタグに 

対して行います。 

 

＜Tips＞ 

メイン画面の [Monitor ...] でモニタ表示画面を開いて実行すると、そこに関数名とコマンドが表示されるため、

より詳細な情報を得られます。 
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3.10.1. Single 

下の関数/コマンドを試します。 

 

API 関数 CB コマンド f コマンド 

su_ReadTagID_Single 0x20:Tag ID 取得 0x22:Read Type C Tag 

 ID Single 

so_GetTagRssi 0x63:Tag RSSI 取得 0x6B:Get Tag RSSI 

su_ReadTagID_Single_ForManyTag 0x2D:Tag ID 取得 

（多数タグ） 

 

so_GetTagRssi_ForManyTag 0x65:Tag RSSI 取得 

（多数タグ） 

 

 

試したい関数/コマンドを選択し、取得する最大タグ数（Max num of tags）を設定してから [Execute] を 

クリックして実行します。 

 

 

タグを取得すると、タグ情報が画面下に表示されます。 
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3.10.2. Multi 

下の関数/コマンドを試します。 

 

API 関数 CB コマンド f コマンド 

su_ReadTagID_Multiple 0x20:Tag ID 取得 0x27:Read Type C Tag 

 ID Multiple 

su_ReadTagID_Multiple_ForManyTag 0x2D:Tag ID 取得 

（多数タグ） 

 

 

試したい関数/コマンドを選択し、取得回数（Cycle）を設定してから [Execute] をクリックして実行します。 

 

 

タグを取得すると、タグ情報が画面下に表示されます。 
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3.10.3. Nomerge 

下の関数/コマンドを試します。 

 

API 関数 CB コマンド f コマンド 

so_ReadTagID_Multiple_Nomerge 0x2E:Tag ID 取得 

     （マージなし） 

 

 

取得回数（Cycle）を設定してから [Execute] をクリックして実行します。 

 

 

タグを取得すると、タグ情報が画面下に表示されます。 
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3.10.4. EPC+Memory 

下の関数/コマンドを試します。 

 

API 関数 CB コマンド f コマンド 

so_ReadTagID_Memory 0x30:タグ ID＋RSSI+メモリ×１ 取得  

so_ReadTagID_Memory2 0x31:タグ ID＋RSSI+メモリ×２ 取得  

 

試したい関数/コマンドを選択し、メモリのバンク、開始ブロック、取得バイト数を設定してから [Execute] を 

クリックして実行します。 

 

 

タグを取得すると、タグ情報が画面下に表示されます。 
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3.10.5. Read/Write 

下の関数/コマンドを試します。 

 

API 関数 CB コマンド f コマンド 

so_ReadTagMemory 0x22:メモリリード 0x39:Read Type C Tag Memory 

su_WriteTagData 0x23:メモリライト 0x49:Write Type C Tag Data 

so_BlockWriteTagData 0x2C:ブロックライト 0x64:Block Write Type C Tag Data 

 

試したい関数/コマンドを選択し、アクセスパスワード、メモリのバンク、開始ブロック、バイト数、などを設定してから 

[Execute] をクリックして実行します。 

※Read/Write するタグを指定するには、事前に画面上の [Get tag] でタグを取得しておきます。 

※Write 時は書込むデータを画面下に記入してから [Execute] をクリックします。 

 

 

実行後、結果が画面下に表示されます。 
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3.10.6. Lock 

下の関数/コマンドを試します。 

 

API 関数 CB コマンド f コマンド 

so_LockTag 0x25:Lock タグ 0x82: Lock Type C Tag 

 

アクセスパスワード、ペイロードのビットのチェックをしてから [Execute] をクリックして実行します。 

※チェックをするたびに画面右下の Payload が変更されます。これを直接編集して実行することもできます。 

※ロックするタグを指定するには、事前に画面上の [Get tag] でタグを取得しておきます。 

 

 

実行後、結果が表示されます。 
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3.10.7. Kill 

下の関数/コマンドを試します。 

 

API 関数 CB コマンド f コマンド 

so_KillTag 0x26:Kill タグ 0x65: Kill Type C Tag 

 

キルパスワードを設定してから [Execute] をクリックして実行します。 

※キルするタグを指定するには、事前に画面上の [Get tag] でタグを取得しておきます。 

 

 

実行後、結果が表示されます。 

 

以上 

 


